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では北緯 24 度から 31 度までの琉球列島と、北緯 27 度以南の小笠原諸島の島々に
分布する（環境省 2004）。サンゴ礁はその複雑な立体構造で、熱帯・亜熱帯の浅





















受けた。沖縄本島北西部に位置する瀬底島では、1997 年から 1999 年にかけてサン
ゴとソフトコーラルが 85%減少したという報告や（Loya et al. 2001）、リーフ上面に
生育するサンゴが 90%以上死滅したという報告があった（Yamazato 1998）。また、














かった（海中公園センター 2000）。しかし、生き残った群体は 2001、2003 年の白
化により急速に減少し、2007年の白化により壊滅的な被害を受けた（毛塚 2008）。
一方、石西礁湖北礁は 1998年の白化で大きな被害を受け、2001年の白化でほぼ全













置し、1 – 2才ミドリイシ属の成長過程と生残を調査した。 
 
 




径が 2.8 – 11.8mm（平均 7.6 ± 標準偏差 2.4mm）であり、最大でも 12mmに達しな
いことを明らかにした（岡本 2010）。また、25 ヶ月後のミドリイシ属の最大直径



























































第 2 章 方法 
 
2.1 研究対象 






いる（環境省 2004、Veron 1993）。 
ミドリイシのほとんどが一斉産卵による有性生殖を行う。一斉産卵時、サンゴは
複数の精子と卵の詰まったバンドルを大量に放出する（Fig.2-1）。バンドルは、海
面付近ではじけ、受精する。その後、受精卵は約 36 – 48時間でプラヌラ幼生とな
り、広域に供給される。概ね、3－7日のうちに小さな穴や、岩の裂け目に着生し















卵後 13 ヶ月後の最大直径は 2.8 – 11.8 mm（平均 7.6 ± 標準偏差 2.4mm）であった
（岡本 2010）。そこで、本研究では一斉産卵後 12 ヶ月で最大直径 12mm 以下のミ

















調査は石西礁湖の北礁の離礁に設けた St.18（24°20.59’N  124°04.74’E）で行っ
た（Fig.2-2）。 
石西礁湖は、石垣島と西表島の間に広がる日本最大のサンゴ礁海域である。南北






ーフ上面は、比較的平坦な場所で水深は 0.5 – 3.0 m 程度である。 
 
 





Fig 2-4 北礁に生育するサンゴ群集の全滅（左：2003年）と回復（右：2010年） 
 
 















 調査日時 一斉産卵後の月数 
一斉産卵の確認 2008年 5月 20日 0 
調査用定点と定線の設置 2009年 6月 4日  
1才ミドリイシの特定と記録 2009年 6月 4-6日 12 
特定した群体の追跡と記録 2009年 8月 30-31日 
2010年 5月 25-28日 
2010年 11月 4-6日 
2011年 6月 2-4日 
2012年 5月 24-25日 












Table 2-2 調査日時の概略（2009年着生） 
 調査日時 一斉産卵後の月数 
一斉産卵の確認 2009年 5月 9日 0 
調査用定点と定線の設置 2009年 6月 4日  
1才ミドリイシの特定と記録 2010年 5月 25-28日 12 
特定した群体の追跡と記録 2010年 11月 4-6日 
2011年 6月 2-4日 
2012年 5月 24-25日 
2013年 5月 27日 
2013年 10月 9日 













 2008年 5月 20日に、北礁でミドリイシ属の産卵を確認した。本研究ではこの
日を一斉産卵日と定めた。また、2009年 5月 10日、北礁近海でサンゴのスリッ
クを観察した。そこで、前日の 2009 年 5月 9日を一斉産卵日と定めた。 
 
2.4.2 調査用の定線と定点の設置 


















Fig 2-8 定点（岩盤に固定した結束バンド） 
 








































Fig 2-11 稚サンゴマップ例① 
 
 
































の成長に伴う群体型の変化を、以下の 4種に分けた。a. 被覆状 Encrusting（EC）、
b. 1つの頂端ポリプと側生ポリプを持つ 1本の枝が育ったものOne blanch（OB）、
c. 数本の枝が育ったもの several blanches extended（SB）、d. 枝が基盤部の最大


























は、一斉産卵後 13カ月後の最大直径が 12mmに達しないことから（岡本 2010）、












一斉産卵 12カ月後、2008年着生 436群体、2009年着生 283群体を特定・計測








(1) 生存群体  ・生存が確認され、追跡、計測を行った群体 
(2) 死亡群体 ・サンゴ全体が白化した群体 
・サンゴ全体に、藻類等が繁茂した群体 
・サンゴ骨格の欠落により経過観察が行えなかった群体 










Table 3-1 2008年着生群体の数量推移 
月後（月） 生存 死亡 追跡不能 
12 436 0 0 
15 296 118 22 
24 122 86 88 
30 62 41 19 
36 41 13 8 
48 19 16 6 






































Table 3-2 2009年着生群体の数量推移 
月後（月） 生存 死亡 追跡不能 
12 283 0 0 
17 132 118 33 
24 83 41 8 
36 45 33 5 
48 30 14 1 
53 27 3 0 












































































一斉産卵 12カ月後、2008年着生 436群体、2009年着生 283群体を特定・計測




















































































a. 被覆状 Encrusting（EC）、b. 1つの頂端ポリプと側生ポリプを持つ 1本の枝
が育ったもの One blanch（OB）、c. 数本の枝が育ったもの several blanches 
extended（SB）、d. 枝が基盤部の最大直径より広がって伸長しているWide 
blanches（WB）（Yap et al. 2013）。各調査時において、生存群体と判断された全
てのミドリイシの群体形の形状を観察し、結果に示した。 
 
Table 3-9 各年生存群体の群体形の数 
形状/年齢 1才 2才 3才 4才 5才 
EC 436 52 3 0 0 
OB 0 23 1 0 0 
SB 0 46 24 2 0 


























Table 3-10 各年生存群体の群体形の数 
形状/年齢 1才 2才 3才 4才 5才 
EC 283 35 3 0 0 
OB 0 10 2 0 0 
SB 0 38 22 5 1 

























Fig 3-6 各年生存群体の群体形の割合 
 
3.3 追跡群体の同定結果 










Table 3-11 一斉産卵後 36月まで生存し、同定された種類とその群体数 
種類 2008着生、群体数 2009着生、群体数 
コユビミドリイシ 15 16 





















ハナガサミドリイシ 6 9 
その他 5 7 
 


































Fig 3-8 2009年着生 コユビミドリイシの成長推移 




























Fig 3-9 2008年着生 クシハダミドリイシの成長推移 
 
 








































































































4.1.1 ミドリイシ全種の 5才までの生残について 





















(2) 4mmより大きく 6mm以下 
(3) 6mmより大きく 8mm以下 
(4) 8mmより大きく 10mm以下 









で約 40%、12-36月で約 14%と階級によって大きな差は見られなかった。 
2009年着生群体で、一斉産卵 12月後 4mm以下の群体は 283群体中 9 群体で
あった。この年の群体も 3才までは 1 群体生存していたが、4才では生存している
群体はいなかった。群体の生残率に関しては、8mmまでの 3階級は、12-24月で















Table 4-1 産卵 12月後の大きさ別の生存群体数と生残率（2008年着生） 
12月後の直径 
（mm） 













































































































































Table 4-2 産卵 12月後の大きさ別の生存群体数と生残率（2009年着生） 
12月後の直径 
（mm） 




























































































































































これ以降、群体形WBが現れ始める、一斉産卵後 36 月までの 1-3 才（EC、OB、
SB）と、3才以降（WB）に分けて、考察を行った。なお、被覆状（EC）と OB、
SBは群体形も親の群体と異なることから、本研究では、樹枝が基盤部より広がる

































4.3 ミドリイシの幼期（一斉産卵後 36月まで）の成長 
ミドリイシの幼期の成長として、枝の成長が基盤部の範囲を超えないミドリイシ
の成長について考察する。分類を行う際は、枝が基盤部より広がり始めるWBが
現れる 3才をひとつの目安とした。一斉産卵 12月後 2008、2009着生群体それぞ
れ 436、283群体（計 719群体）を特定、追跡を行い、3才時点では、41、45群
体（計 86群体）が生存していた。また、この 3才時点で幼期に該当する群体（EC、
























Table 4-3 追跡ミドリイシ種ごとの 3歳までの平均最大直径（2008年着生） 
2008着生 平均±標準偏差(mm) 
 
産卵後月数 12 24 36 
コユビミドリイシ 8.7±1.9 20.6±8.0 35.3±8.6 
クシハダミドリイシ 7.7±2.7 22.1±8.9 31.5±11.6 
ハナガサミドリイシ 8.2±2.3 16.8±4.4 24.0±5.8 
 
 
Table 4-4 追跡ミドリイシ種ごとの 3歳までの平均最大直径（2009年着生） 
2009着生 平均±標準偏差(mm) 
 
産卵後月数 12 24 36 
コユビミドリイシ 8.4±2.3  20.4±6.1 38.6±12.3 
クシハダミドリイシ 8.5±2.2 24.6±7.4 32.7±8.0 
ハナガサミドリイシ 8.7±2.0 20.2±5.9 26.6±14.0 
 
Table 4-5 幼期のミドリイシの生存全群体の平均最大直径 
2008、2009着生 平均±標準偏差(mm) 
 
産卵後月数 12 24 36(SB) 










































1才 8.4mm 2才 26.2mm 3才 61.4mm




































1才 7.1mm 2才 23.0mm 3才 61.7mm




































1才 10.4mm 2才 22.9mm
3才 32.6mm























































































































































































れ、436、283群体の計 719群体の特定・追跡をした。以後一斉産卵後 60 月、5
才まで追跡を行い、それぞれ 15、20群体のみの生存が確認できた。生残率は、2008
年着生では、12-24月で 37.4%、12-36 月で 13.7%、12-48月で 6.5%であった。2009
































し、一斉産卵 12月後 719群体を特定したにもかかわらず、最終的に 5才で生存を
確認できたのは、35群体であった。生残率に関しては、12-24月の 1年で、各着
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産卵後12月 産卵後15月 産卵後24月 産卵後29月 産卵後36月 産卵後48月 産卵後60月
識別記号 距離(m) 左右 間隔(cm) 種類 直径 形状 直径 追跡結果 群体型 直径 追跡結果 群体型 直径 追跡結果 群体型 直径 追跡結果 群体型 直径 追跡結果 群体型 直径 追跡結果 群体型
A -3 右 0 コユビミドリイシ 7.97 EC 16.61 生育 EC 33.27 生育 SB 23.05 生育 SB 38.94 生育 SB 54.51 生育 WB 死亡
A 0.7 右 0 10.02 EC 10.02 生育 OB 死亡
B 0.7 右 0 11.91 EC 死亡
C 0.7 右 0 11.45 EC 16.12 生育 EC 18.01 生育 SB 死亡
B 1.2 右 44 コユビミドリイシ 10.24 EC 16.93 生育 EC 31.17 生育 SB 31.52 生育 SB 41.93 生育 WB 58.39 生育 WB 60.86 生育 WB
A 1.2 右 44 11.09 EC 16.08 生育 EC 26.03 生育 OB 死亡
D 1.2 右 44 9.09 EC 14.67 生育 EC 融合追
E 1.2 右 44 8.96 EC 7.72 生育 EC 融合追
F 1.2 右 44 11.62 EC 死亡
G 1.2 右 44 9.8 EC 15.43 生育 EC 死亡
A 1.8 右 70 3.03 EC 3.51 生育 EC 死亡
C 1.8 右 70 クシハダミドリイシ 7.28 EC 13.15 生育 EC 18.21 生育 EC 25.08 生育 SB 37.04 生育 SB 死亡
D 1.8 右 70 5.69 EC 死亡
A 2.3 右 5 10.43 EC 16.08 生育 OB 死亡
B 2.3 右 5 4.41 EC 死亡
C 2.3 右 5 5.13 EC 死亡
D 2.3 右 5 8.4 EC 10.5 生育 EC 死亡
E 2.3 右 5 9.86 EC 11.39 生育 EC 死亡
F 2.3 右 5 8.57 EC 死亡
A 2.5 右 0 11.01 EC 12.06 生育 EC 死亡
B 2.5 右 0 8.91 EC 追跡失敗
C 2.5 右 0 5.63 EC 死亡
D 2.5 右 0 9.22 EC 14.55 生育 EC 39.12 生育 SB
E 2.5 右 0 5.13 EC 死亡
A 2.6 右 70 11.03 EC 死亡
C 2.6 右 70 11.05 EC 死亡
D 2.6 右 70 3.65 EC 4.14 生育 EC 死亡
E 2.6 右 70 9.04 EC 死亡
A 3.1 右 50 9.28 EC 追跡失敗
B 3.1 右 50 8.74 EC 13.66 生育 EC 19.31 生育 SB 死亡
C 3.1 右 50 8.3 EC 死亡
D 3.1 右 50 7.9 EC 死亡
E 3.1 右 50 10.33 EC 11.77 生育 EC 死亡
A 3.3 右 6 9.76 EC 死亡
B 3.3 右 6 6.27 EC 6.33 生育 EC 死亡
C 3.3 右 6 10.47 EC 18.19 生育 OB 死亡
D 3.3 右 6 7.32 EC 8.29 生育 EC 死亡
E 3.3 右 6 クシハダミドリイシ 5.56 EC 14.61 生育 EC 30.56 生育 EC 22.04 生育 SB 22.13 生育 SB 死亡
F 3.3 右 6 7.97 EC 死亡
G 3.3 右 6 7.54 EC 11.42 生育 EC 10.8 生育 EC 11.28 生育 EC 19.26 生育 EC 死亡
H 3.3 右 6 8.06 EC 13.34 生育 EC 死亡
A 4 右 50 10.9 EC 17.79 生育 EC 28.88 生育 SB 死亡
B 4 右 50 8.9 EC 死亡
C 4 右 50 6.35 EC 死亡
D 4 右 50 8.24 EC 死亡
E 4 右 50 7.23 EC 死亡
A 6.3 右 20 7.05 EC 13.66 生育 EC 11.59 生育 EC 14.14 生育 SB 死亡
B 6.3 右 20 9.04 EC 16.69 生育 EC 17.78 生育 SB 死亡
C 6.3 右 20 8.03 EC 7.82 生育 EC 死亡
A 7 右 185 クシハダミドリイシ 7.33 EC 12.22 生育 EC 14.41 生育 SB 16.93 生育 SB 21.2 生育 SB 死亡
B 7 右 185 10.33 EC 19.13 生育 EC 死亡
D 7 右 185 7.59 EC 死亡
E 7 右 185 5.4 EC 5.52 生育 EC 死亡
F 7 右 185 5.3 EC 9.67 生育 EC 13.82 生育 OB 15.57 生育 OB 死亡
D 7.4 右 225 クシハダミドリイシ 10.96 EC 20.28 生育 OB 34.86 生育 SB 39.04 生育 SB 51.89 生育 WB 50.17 生育 WB 40.82 生育 WB
 2008年着生群体追跡データ
(2009年6月～2013年5月)
A 7.4 右 225 9.74 EC 追跡失敗
B 7.4 右 225 9.17 EC 死亡
C 7.4 右 225 8.04 EC 15.25 生育 EC 死亡
C 8.2 右 100 クシハダミドリイシ 7.77 EC 15.9 生育 EC 36.6 生育 SB 50.28 生育 SB 75.1 生育 WB 89.4 生育 WB 136.46 生育 WB
（J） 8.2 右 100 クシハダミドリイシ 5.51 EC 10.49 生育 EC 24.69 生育 SB 36.45 生育 SB 57.17 生育 SB 106.7 生育 WB 186.19 生育 WB
B 8.2 右 100 9.9 EC 8.82 生育 EC 17.05 生育 EC 15.16 生育 EC 死亡
D 8.2 右 100 4.84 EC 9.86 生育 EC 14.97 生育 OB 13.26 生育 SB 死亡
E 8.2 右 100 6.56 EC 11.83 生育 EC 17.22 生育 SB 20.63 生育 SB 死亡
F 8.2 右 100 9.18 EC 死亡
H 8.2 右 100 8.43 EC 死亡
I 8.2 右 100 4.51 EC 5.87 生育 EC 11.15 生育 EC
A 9 右 130 9.97 EC 死亡
B 9 右 130 4.2 EC 死亡
C 9 右 130 ハナガサミドリイシ 10.69 EC 11.66 生育 EC 20.67 生育 EC 22.95 生育 OB 29.78 生育 SB 死亡
D 9 右 130 9.39 EC 死亡
A 9 右 200 4.4 EC 3.89 生育 EC 5.01 生育 EC 死亡
B 9 右 200 7.64 EC 8.53 生育 EC 死亡
C 9 右 200 2.83 EC 死亡
D 9 右 200 コユビミドリイシ 11.41 EC 17.24 生育 EC 21.07 生育 SB 31.14 生育 SB 49.27 (追跡不能) WB 死亡
E 9 右 200 6.47 EC 6.98 生育 EC 死亡
G 9 右 200 9.08 EC 12.52 生育 EC 融合他
H 9 右 200 4.16 EC 4.53 生育 EC 融合追
I 9 右 200 6.09 EC 4.37 生育 EC 融合他
J 9 右 200 2.01 EC 3.43 生育 EC 融合追
K 9 右 200 8.11 EC 9.75 生育 EC 融合追
A 9.2 右 50 3.21 EC 死亡
B 9.2 右 50 クシハダミドリイシ 9.24 EC 15.04 生育 EC 28.2 生育 SB 26.45 生育 SB 32.4 生育 WB 死亡
C 9.2 右 50 4.91 EC 9.18 生育 EC 8.34 生育 EC
E 9.2 右 50 9.84 EC 死亡
F 9.2 右 50 8.63 EC 追跡失敗
G 9.2 右 50 11.13 EC 死亡
H 9.2 右 50 5.44 EC 死亡
A 10.1 右 40 7.22 EC 13.02 生育 EC 追跡失敗
B 10.1 右 40 10.72 EC 死亡
C 10.1 右 40 7.42 EC 16.17 生育 EC 19.88 生育 SB 死亡
D 10.1 右 40 7.39 EC 6.92 生育 EC 死亡
E 10.1 右 40 10.98 EC 16.6 生育 EC 死亡
F 10.1 右 40 11.12 EC 死亡
A 10.1 右 85 6.69 EC 死亡
B 10.1 右 85 8.31 EC 6.06 生育 EC 死亡
C 10.1 右 85 11.31 EC 17.83 生育 OB 15.85 生育 OB 10.45 生育 OB 死亡
A 10.1 右 90 5.03 EC 6.28 生育 EC 死亡
B 10.1 右 90 11.65 EC 9.81 生育 EC 死亡
C 10.1 右 90 6.17 EC 8.02 生育 EC 7.77 生育 EC 死亡
A 10.1 右 135 8.76 EC 追跡失敗
B 10.1 右 135 8.32 EC 死亡
C 10.1 右 135 6.42 EC 10.41 生育 EC 10.69 生育 OB 死亡
A 10.8 右 60 5.09 EC 6.43 生育 EC 7.36 生育 EC 死亡
B 10.8 右 60 7.34 EC 追跡失敗
C 10.8 右 60 7.94 EC 12.65 生育 EC 19.9 生育 OB 13.05 生育 死亡
A 11.7 右 10 コユビミドリイシ 10.76 EC 19.48 生育 EC 35.39 生育 SB61.61(46.8) 生育 SB 47.26 生育 SB 74.93 生育 WB 105.34 生育 WB
B 11.7 右 10 10.44 EC 10.86 生育 EC 融合他
C 11.7 右 10 7.78 EC 10.38 生育 EC 13.77 生育 OB 死亡
F 11.7 右 10 6.39 EC 11.38 生育 EC 死亡
D 12.1 右 48 コユビミドリイシ 8.06 EC 12.34 生育 EC 11.98 生育 EC 23.65 生育 OB 28.04 生育 WB 64.12 生育 WB 56.46 生育 WB
B 12.1 右 48 7.95 EC 9.28 生育 EC 19.54 生育 EC 22.64 生育 EC 15.13 生育 SB 死亡
A 14.6 右 60 コユビミドリイシ 10.55 EC 10.97 生育 EC 21.42 生育 SB 30.19 生育 SB 33.2 生育 SB
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B 14.6 右 60 8.64 EC 追跡失敗
D 14.6 右 60 10.97 EC 追跡失敗
A 16.4 右 0 8.8 EC 16.27 生育 EC 32.47 生育 SB 死亡
C 16.4 右 0 5.75 EC 10.47 生育 EC 17.86 生育 EC 18.37 生育 OB 死亡
B 17 右 0 11.34 EC 死亡
E 17 右 0 9.14 EC 14.17 生育 EC 死亡
B 20 右 380 9.12 EC 死亡
C 20 右 380 6.51 EC 15.42 生育 OB 22.07 生育 SB
D 20 右 380 8.72 EC 死亡
D 20.5 右 340 クシハダミドリイシ 10.32 EC 13.22 生育 EC 24.3 生育 SB 26.66 生育 SB 32.62 生育 WB 48.23 生育 WB 死亡
A 20.5 右 340 8.61 EC 12.33 生育 EC 24.24 生育 OB 死亡
B 20.5 右 340 クシハダミドリイシ 9.58 EC 11.13 生育 OB 21.18 生育 OB 30.9 生育 OB 44.88 (追跡不能) 死亡
C 20.5 右 340 5.56 EC 8 生育 EC 9.67 生育 EC 死亡
E 20.5 右 340 7.32 EC 10.28 生育 EC 死亡
F 20.5 右 340 7.94 EC 7.23 生育 EC 6.77 生育 EC 死亡
G 20.5 右 340 10.06 EC 10.41 生育 EC 死亡
H 20.5 右 340 7.27 EC 死亡
I 20.5 右 340 5.95 EC 7.92 生育 EC 死亡
J 20.5 右 340 8.26 EC 9.75 生育 EC 死亡
K 20.5 右 340 10.38 EC 10.93 生育 EC 死亡
G 21.5 右 170 クシハダミドリイシ 11.59 EC 13.54 生育 EC 17.41 生育 SB 20.62 生育 SB 30.88 生育 SB 45.35 生育 SB 39.29 生育 WB
F 21.5 右 170 ハナガサミドリイシ 8.48 EC 15.18 生育 EC 11.36 生育 EC 18.12 生育 EC 23.87 生育 SB 65.26 追跡失敗
B 21.5 右 170 ハナガサミドリイシ 4.22 EC 15.81 生育 EC 19.1 生育 OB 25.61 生育 SB 39.05 生育 WB 97.82 生育 WB 111.56 生育 WB
A 22.4 右 40 9.91 EC 死亡
B 22.4 右 40 9.94 EC 死亡
A 26.3 右 15 6.64 EC 9.57 生育 EC 融合他
B 26.3 右 15 7.87 EC 死亡
C 26.3 右 15 クシハダミドリイシ 5.28 EC 23.13 生育 OB 29.76 生育 SB 32.97 生育 SB 34.04 生育 SB 死亡
D 26.3 右 15 4.55 EC 追跡失敗
A 27.1 右 152 11.91 EC 14.63 生育 EC タグロスト
B 27.1 右 152 10.43 EC 8.59 生育 EC タグロスト
A 27.3 右 163 8.72 EC 死亡
C 27.3 右 163 9.53 EC 14.64 生育 EC 死亡
D 27.3 右 163 10.37 EC 14.96 生育 OB 16.35 生育 SB 死亡
E 27.3 右 163 8.09 EC 8.45 生育 OB 融合追
F 27.3 右 163 10.03 EC 12.17 生育 OB 融合追
A 28.6 右 74 6.94 EC 11.29 生育 EC タグロスト
B 28.6 右 74 8.33 EC 8.02 生育 EC タグロスト
C 28.6 右 74 9.59 EC 10.33 生育 EC タグロスト
D 28.6 右 74 7.19 EC 6.82 生育 EC タグロスト
F 28.6 右 74 4.15 EC 死亡
G 28.6 右 74 6.5 EC 5.26 生育 EC タグロスト
B 30 右 88 5.07 EC 9.32 生育 EC タグロスト
C 30 右 88 9 EC 9.31 生育 EC タグロスト
D 30 右 88 11.82 EC 死亡
E 30 右 88 6.76 EC 10.03 生育 EC タグロスト
F 30 右 88 8.71 EC 6.32 生育 EC タグロスト
A 31.5 右 30 6.39 EC 22.36 生育 EC タグロスト
C 31.5 右 30 8.47 EC 22.35 生育 EC タグロスト
A 37.2 右 230 2.67 EC 死亡
B 37.2 右 230 3.92 EC 4.84 生育 EC タグロスト
C 37.2 右 230 5.91 EC 6.71 生育 EC タグロスト
D 37.2 右 230 3.83 EC 3.05 生育 EC タグロスト
E 37.2 右 230 4.8 EC 15.71 生育 EC タグロスト
F 37.2 右 230 7.81 EC 9.41 生育 EC タグロスト
G 37.2 右 230 10.09 EC 13.82 生育 EC タグロスト
H 37.2 右 230 9.84 EC 9.19 生育 EC タグロスト
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I 37.2 右 230 6.72 EC 6.51 生育 EC タグロスト
J 37.2 右 230 4.63 EC 死亡
K 37.2 右 230 3.13 EC 死亡
A 38.6 右 73 7.34 EC 5.58 生育 EC タグロスト
B 38.6 右 73 10.68 EC 13.83 生育 EC タグロスト
A 38.8 右 35 4.67 EC 5.43 生育 OB タグロスト
B 38.8 右 35 5.8 EC 19.84 生育 EC タグロスト
C 38.8 右 35 10.14 EC 10.29 生育 EC タグロスト
E 38.8 右 35 7.17 EC 15.83 生育 EC タグロスト
A 39.5 右 110 8.99 EC 死亡
B 39.5 右 110 4.88 EC 10.69 生育 EC タグロスト
C 39.5 右 110 11.07 EC 14.8 生育 EC タグロスト
D 39.5 右 110 3.55 EC 死亡
E 39.5 右 110 5.28 EC 死亡
F 39.5 右 110 9.41 EC 25.3 生育 EC タグロスト
G 39.5 右 110 7.9 EC 7.46 生育 EC タグロスト
H 39.5 右 110 7.13 EC 5.92 生育 EC タグロスト
I 39.5 右 110 11.71 EC 11.46 生育 EC タグロスト
J 39.5 右 110 6.75 EC 10.01 生育 EC タグロスト
K 39.5 右 110 5.11 EC 5.37 生育 EC タグロスト
L 39.5 右 110 5.43 EC 7.79 生育 EC タグロスト
M 39.5 右 110 5.19 EC 6.51 生育 EC タグロスト
N 39.5 右 110 3.09 EC 4.91 生育 EC タグロスト
O 39.5 右 110 6.48 EC 9.24 生育 EC タグロスト
P 39.5 右 110 11.99 EC 13.27 生育 OB タグロスト
Q 39.5 右 110 5.07 EC 死亡
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産卵後12月 産卵後15月 産卵後24月 産卵後29月 産卵後36月 産卵後48月 産卵後60月
識別記号 距離(m) 左右 間隔(cm) 種類 直径 形状 直径 追跡結果 群体型 直径 追跡結果 群体型 直径 追跡結果 群体型 直径 追跡結果 群体型 直径 追跡結果 群体型 直径 追跡結果 群体型
A -2 左 80 9.48 EC 14.61 生育 EC タグロスト
B -2 左 80 10.28 EC 11.15 生育 EC タグロスト
C -2 左 80 10.52 EC 追跡失敗
D -2 左 80 8.51 EC 死亡
E -2 左 80 9.57 EC 死亡
A 0.4 左 83 11 EC 11.58 生育 EC 死亡
B 0.4 左 83 9.4 EC 15.33 生育 EC 死亡
C 0.4 左 83 8.86 EC 13.03 生育 EC 死亡
E 0.4 左 83 7.7 EC 28.18 生育 EC 死亡
F 0.4 左 83 8.4 EC 死亡
A 2 左 53 8.5 EC 10.22 生育 EC 死亡
B 2 左 53 10.31 EC 19.19 生育 EC 死亡
A 2.05 左 35 9.14 EC 死亡
B 2.05 左 35 10.01 EC 12.43 生育 EC 死亡
C 2.05 左 35 9.17 EC 追跡失敗
C 2.5 左 185 8.96 EC 死亡
D 2.5 左 245 8.6 EC 死亡
F 2.5 左 245 8.46 EC 10.91 生育 EC 死亡
A 2.5 左 45 8.99 EC 追跡失敗
B 2.5 左 45 10.22 EC 16.44 生育 OB 30.05 生育 SB 死亡
A 2.55 左 79 8.11 EC 7.83 生育 EC タグロスト
B 2.55 左 79 6.44 EC 10.94 生育 EC タグロスト
C 2.55 左 79 5.5 EC 5.91 生育 EC タグロスト
D 2.55 左 79 10.84 EC 死亡
E 2.55 左 79 8.21 EC 11.91 生育 EC タグロスト
A 3.6 左 60 6.97 EC 11.1 生育 EC 21.55 生育 OB 死亡
B 3.6 左 60 9.92 EC 11.95 生育 EC 死亡
C 3.6 左 60 5.34 EC 10.84 生育 EC 死亡
D 3.6 左 60 5.12 EC 5.29 生育 EC 死亡
E 3.6 左 60 9.17 EC 死亡
F 3.6 左 60 11.97 EC 14.82 生育 EC 22.21 生育 SB 死亡
G 3.6 左 60 6.77 EC 6.27 生育 EC 死亡
A 3.7 左 5 11.72 EC 15.22 生育 EC 24.98 生育 EC
B 3.7 左 5 9.45 EC 死亡
C 3.7 左 5 7.41 EC 死亡
E 3.7 左 5 9.44 EC 死亡
F 3.7 左 5 8.67 EC 13.39 生育 EC 死亡
C 5.8 左 0 コユビミドリイシ 5.77 EC 7.64 生育 EC 14.85 生育 SB 27.14 生育 SB 33.21 生育 WB 62.81 生育 WB 76.67 生育 WB
A 5.8 左 0 6.44 EC 11.5 生育 EC 22.24 生育 EC 死亡
B 5.8 左 0 6.33 EC 死亡
D 5.8 左 0 ハナガサミドリイシ 7.09 EC 10.35 生育 EC 12.08 生育 OB 16.07 生育 OB 18.24 生育 SB 死亡
A 6.75 左 70 コユビミドリイシ 9.3 EC 10.85 生育 EC 23.28 生育 SB 27.45 生育 OB 43 生育 SB 51.7 生育 WB 118.69 生育 WB
F 6.75 左 70 コユビミドリイシ 7.44 EC 11.31 生育 EC 21.75 生育 SB 37.37 生育 SB 46.13 生育 SB 74.35 生育 WB 57.89 生育 WB
B 6.75 左 70 11.56 EC 10.42 生育 EC 死亡
C 6.75 左 70 9.72 EC 15.28 生育 EC 14.66 生育 SB 34.5 生育 SB 死亡
D 6.75 左 70 4.6 EC 8.66 生育 EC 7.5 生育 EC 14.84 生育 EC 死亡
E 6.75 左 70 9.25 EC 10.73 生育 EC 死亡
C 7.4 左 44 コユビミドリイシ 7.8 EC 4.55 生育 EC 6.96 生育 EC 10.66 生育 OB 17.87 生育 SB 28.2 生育 SB 死亡
B 7.4 左 44 10.65 EC 13.39 生育 EC 14.21 生育 EC 死亡
D 7.4 左 44 6.87 EC 6.13 生育 EC 死亡
E 7.4 左 44 4.88 EC 死亡
F 7.4 左 44 9.95 EC 13.3 生育 EC 11.39 生育 OB 死亡
G 7.4 左 44 4.92 EC 死亡
B 7.4 左 90 11.7 EC 15.33 生育 EC 死亡
C 7.4 左 90 6.73 EC 9.73 生育 EC 11.47 生育 OB 死亡
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E 7.4 左 90 7.75 EC 11.54 生育 EC 9.45 生育 EC
F 7.4 左 90 5.72 EC 死亡
G 7.4 左 90 5.74 EC 死亡
I 7.4 左 90 4.81 EC 死亡
A 7.5 左 22 10.42 EC 9.92 生育 EC 死亡
B 7.5 左 22 5.42 EC 8.68 生育 EC 死亡
A 8.9 左 45 9.04 EC 10.73 生育 EC 18.85 生育 EC 死亡
B 8.9 左 45 8.25 EC 8.06 生育 EC 死亡
C 8.9 左 45 コユビミドリイシ 8.46 EC 13.52 生育 EC 16.48 生育 OB 23.9 生育 SB 28.45 生育 WB 死亡
D 8.9 左 45 コユビミドリイシ 8.29 EC 9.92 生育 EC 16.85 生育 EC 30.2 生育 SB 28.99 生育 SB 死亡
E 8.9 左 45 8.19 EC 11.08 生育 EC 死亡
F 8.9 左 45 11.57 EC 14.21 生育 EC 17.43 生育 OB 21.87 生育 OB 20.96 生育 EC 死亡
G 8.9 左 45 コユビミドリイシ 8.12 EC 6.16 生育 EC 9.15 生育 EC 13.99 生育 EC 35.58 生育 SB 死亡
A 9.05 左 87 7.86 EC 7.19 生育 EC 死亡
B 9.05 左 87 10.53 EC 13.05 生育 EC 死亡
C 9.05 左 87 11.59 EC 18.47 生育 OB 死亡
A 11.3 左 37 9.17 EC 15.07 生育 EC 17.91 生育 EC 死亡
C 11.3 左 37 6.76 EC 7.41 生育 OB 死亡
D 11.3 左 37 9.17 EC 死亡
E 11.3 左 37 11.51 EC 14.79 生育 EC 22.52 生育 SB 死亡
A 11.85 左 21 6.13 EC 死亡
B 11.85 左 21 8.18 EC 追跡失敗
C 11.85 左 21 3.89 EC 5.92 生育 EC 死亡
D 11.85 左 21 9.85 EC 9.85 生育 EC 死亡
E 11.85 左 21 11.96 EC 15 生育 EC 死亡
F 11.85 左 21 10.56 EC 13.88 生育 EC 死亡
D 12.75 左 60 コユビミドリイシ 4.61 EC 8.45 生育 EC 11.29 生育 EC 21.05 生育 OB 29.79 生育 SB 67.93 追跡失敗
B 12.75 左 60 5.35 EC 5.8 生育 EC 死亡
C 12.75 左 60 4.3 EC 8.35 生育 EC 死亡
E 12.75 左 60 6.97 EC 15.8 生育 EC 死亡
F 12.75 左 60 6.91 EC 8.01 生育 EC 9.35 生育 EC 18.25 生育 EC 死亡
G 12.75 左 60 6.3 EC 9.52 生育 EC 死亡
H 12.75 左 60 11.69 EC 死亡
B 12.95 左 110 6.55 EC 6.9 生育 EC 死亡
C 12.95 左 110 6.63 EC 5.57 生育 EC 7.61 生育 EC 11.98 生育 EC 16.07 生育 EC 死亡
D 12.95 左 110 5.08 EC 死亡
E 12.95 左 110 10.07 EC 死亡
F 12.95 左 110 5.59 EC 5.57 生育 EC 死亡
G 12.95 左 110 4.67 EC 5.68 生育 EC 追跡失敗
H 12.95 左 110 9.65 EC 14.21 生育 EC 14.38 生育 OB 16.17 生育 OB 融合追
I 12.95 左 110 8.94 EC 15.72 生育 EC 18.16 生育 OB 23.98 生育 OB 融合追
A 15.3 左 0 10.31 EC 14 生育 EC 死亡
B 15.3 左 0 7.84 EC 13.38 生育 EC 25.63 生育 SB 死亡
C 15.3 左 0 11.42 EC 13.19 生育 EC 24.64 生育 OB 死亡
D 15.3 左 0 7.85 EC 8.36 生育 EC 19.08 生育 EC 死亡
A 16 左 40 6.41 EC 10.02 生育 EC 死亡
C 16 左 40 7.27 EC 10.96 生育 EC 死亡
A 16.85 左 62 7.82 EC 5.1 生育 EC 死亡
B 16.85 左 62 5.54 EC 11.29 生育 EC 融合追
C 16.85 左 62 8.65 EC 5.01 生育 EC 融合追
D 16.85 左 62 6.01 EC 10.4 生育 EC 死亡
E 16.85 左 62 6.86 EC 5.82 生育 EC 死亡
F 16.85 左 62 8.49 EC 12.78 生育 EC 26.1 生育 SB
H 16.85 左 62 7.88 EC 死亡
A 20.1 左 10 6.77 EC 追跡失敗
B 20.1 左 10 11.84 EC 死亡
C 20.1 左 10 4.27 EC 7.3 生育 EC 死亡
 2008年着生群体追跡データ
(2009年6月～2013年5月)
A 20.85 左 74 7.62 EC 死亡
B 20.85 左 74 5 EC 8.01 生育 EC 死亡
C 20.85 左 74 7.59 EC 7.43 生育 EC 死亡
B 21.15 左 125 3.1 EC 4.35 生育 EC タグロスト
C 21.15 左 125 5.55 EC 7.99 生育 EC タグロスト
D 21.15 左 125 3.03 EC 3.83 生育 EC タグロスト
E 21.15 左 125 5.91 EC 4.95 生育 EC タグロスト
F 21.15 左 125 5.02 EC 8.38 生育 EC タグロスト
G 21.15 左 125 2.55 EC 4.32 生育 EC タグロスト
H 21.15 左 125 4.88 EC 8.13 生育 EC タグロスト
I 21.15 左 125 5.79 EC 死亡
J 21.15 左 125 11.04 EC 19.48 生育 EC タグロスト
K 21.15 左 125 6.15 EC 12.51 生育 EC タグロスト
L 21.15 左 125 6.22 EC 8.96 生育 EC タグロスト
C 21.9 左 400 コユビミドリイシ 8.85 EC 13.12 生育 EC 19.4 生育 EC 17.14 生育 OB 45.69 生育 WB 97.11 生育 WB 139.8 生育 WB
A 21.9 左 400 11.57 EC 11.53 生育 EC 死亡
D 21.9 左 400 コユビミドリイシ 10.45 EC 11.6 生育 EC 18.08 生育 EC 27.28 生育 SB 36.14 生育 SB 死亡
E 21.9 左 400 3.7 EC 3.61 生育 EC 6.48 生育 EC 死亡
F 21.9 左 400 9.74 EC 16.6 生育 EC 18 生育 OB 20.46 生育 SB 死亡
G 21.9 左 400 10.81 EC 追跡失敗
I 21.9 左 400 9.34 EC 16.06 生育 EC 死亡
J 21.9 左 400 6.57 EC 死亡
A 25.3 左 83 9.93 EC 11.31 生育 EC 13.48 生育 OB 11.46 生育 OB タグロスト
B 25.3 左 83 11.04 EC 10.59 生育 EC 14.76 生育 OB 死亡
C 25.3 左 83 6.48 EC 死亡
D 25.3 左 83 6.63 EC 7.32 生育 EC 14.44 生育 EC 15.48 生育 OB タグロスト
E 25.3 左 83 7.67 EC 死亡
F 25.3 左 83 11.44 EC 11.74 生育 EC 14.93 生育 EC
G 25.3 左 83 7.57 EC 7.47 生育 EC 8.28 生育 EC
H 25.3 左 83 4.96 EC 死亡
I 25.3 左 83 8.22 EC 9.46 生育 EC 死亡
A 25.7 左 180 11.87 EC 14.34 生育 EC 10.73 生育 EC 10.22 生育 OB 18.12 生育 SB 38.71 生育 WB 68.76 生育 WB
E 25.7 左 180 ハナガサミドリイシ 8.83 EC 11.27 生育 EC 15.85 生育 SB 18.33 生育 SB 47.46 生育 WB 101.6 生育 WB 128.01 生育 WB
B 25.7 左 180 5.58 EC 9.41 生育 EC 12.03 生育 EC 死亡
C 25.7 左 180 9.82 EC 16.36 生育 EC 29.17 生育 SB 死亡
F 25.7 左 180 10.84 EC 死亡
F 25.9 左 260 クシハダミドリイシ 11.08 EC 15.91 生育 EC 14.78 生育 EC 19.47 生育 OB 22.1 追跡失敗 a 44.9 追跡失敗 c
D 25.9 左 260 クシハダミドリイシ 4.23 EC 6.45 生育 EC 11.12 生育 EC 17.11 生育 OB 28.29 生育 WB 47.63 生育 WB 追跡不能
E 25.9 左 260 クシハダミドリイシ 4.81 EC 7.61 生育 EC 14.76 生育 EC 21.3 生育 SB 29.2 生育 SB 51.47 追跡失敗
A 25.9 左 260 9.89 EC 11.01 生育 EC 27.82 生育 SB 27.45 生育 SB 22.75 生育 OB 死亡
C 25.9 左 260 クシハダミドリイシ 5.89 EC 8.26 生育 EC 13.65 生育 EC 26.21 生育 SB 33.5 融合追 SB
G 25.9 左 260 9.35 EC 15.22 生育 OB
H 25.9 左 260 10.48 EC 16.05 生育 EC 21.43 生育 SB 28.64 生育 SB 死亡
J 25.9 左 260 9.33 EC 死亡
L 25.9 左 260 7.5 EC 死亡
M 25.9 左 260 7.47 EC 11.45 生育 EC 融合他
N 25.9 左 260 5.39 EC 死亡
A 26 左 150 11.22 EC 死亡
B 26 左 150 7.62 EC 死亡
C 26 左 150 11 EC 14.74 生育 EC タグロスト
D 26 左 150 7.41 EC 8.98 生育 EC タグロスト
E 26 左 150 11.38 EC 死亡
F 26 左 150 6.14 EC 死亡
G 26 左 150 5.41 EC 死亡
H 26 左 150 8.84 EC 死亡
A 26.2 左 12 11.8 EC 12.17 生育 EC 死亡
B 26.2 左 12 8.02 EC 8.21 生育 EC 死亡
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C 26.2 左 12 5.03 EC 5.93 生育 EC 死亡
A 26.35 左 180 5.29 EC 8.66 生育 EC 12.67 生育 EC 死亡
B 26.35 左 180 8.04 EC 13.41 生育 EC 18.89 生育 EC 死亡
A 26.75 左 56 4.37 EC 5.9 生育 EC タグロスト
B 26.75 左 56 10.54 EC 11.85 生育 EC タグロスト
C 26.75 左 56 3.7 EC 追跡失敗
A 27 左 120 8.04 EC 8.65 生育 EC 24.16 生育 EC 死亡
B 27 左 120 9.45 EC 死亡
C 27 左 120 3.82 EC 死亡
D 27 左 120 10.43 EC 死亡
F 27 左 120 3.54 EC 死亡
G 27 左 120 6.71 EC 8.02 生育 EC 死亡
H 27 左 120 1.86 EC 死亡
A 27.3 左 180 5.14 EC 死亡
C 27.3 左 180 8.41 EC 3.37 生育 EC 融合他
D 27.3 左 180 3.15 EC 11.49 生育 EC 融合他
E 27.3 左 180 8.25 EC 8.96 生育 EC 融合他
A 27.3 左 270 8.19 EC 死亡
A 27.3 左 270 9.7 EC 8.7 生育 EC 融合他
B 27.3 左 270 11.69 EC 死亡
B 27.3 左 270 6.36 EC 5.36 生育 OB 融合他
C 27.3 左 270 10.26 EC 19.48 生育 OB 10.84 生育 WB
D 27.3 左 270 7.9 EC 死亡
B 28.1 左 200 10.91 EC 死亡
C 28.1 左 200 10.83 EC 死亡
A 28.2 左 150 11.46 EC 死亡
C 28.2 左 150 10.8 EC 死亡
D 28.2 左 150 11.55 EC 死亡
E 28.2 左 150 8.55 EC 死亡
A 28.7 左 80 11.17 EC 10.27 生育 EC 12.08 生育 EC 死亡
A 29.2 左 82 6.4 EC 死亡
B 29.2 左 82 4.95 EC 死亡
C 29.2 左 82 10.76 EC 9.41 生育 EC タグロスト
D 29.2 左 82 9.23 EC 10.44 生育 EC タグロスト
A 29.3 左 270 8.46 EC 6.87 生育 EC タグロスト
C 29.3 左 270 8.27 EC 死亡
D 29.3 左 270 6.54 EC 6.29 生育 EC タグロスト
A 29.85 左 71 9.56 EC 14.59 生育 EC 27.86 生育 SB
B 29.85 左 71 7.69 EC 13.27 生育 EC 29.67 生育 SB
C 29.9 左 90 ハナガサミドリイシ 9.89 EC 12.54 生育 EC 21.65 生育 SB 38.32 生育 SB 37.1 生育 WB 62.3 生育 WB 108.1 生育 WB
A 29.9 左 90 5.87 EC 死亡
B 29.9 左 90 5.27 EC 4.83 生育 EC 死亡
D 31.3 左 260 コユビミドリイシ 11.46 EC 17.52 生育 OB 25.22 生育 SB 22.1 生育 SB 30.91 生育 SB 62.14 追跡失敗
B 31.3 左 70 11.71 EC 死亡
B 31.3 左 260 7.84 EC 12.88 生育 OB 15.41 生育 SB
C 31.3 左 260 10.69 EC 16.82 生育 EC 24.76 生育 SB
A 36 左 330 11.23 EC 11.79 生育 EC 11.05 生育 EC
B 36 左 330 11.21 EC 18.54 生育 OB 死亡
C 36 左 330 6.36 EC 追跡失敗
D 36 左 330 9.47 EC 死亡
E 36 左 330 8.24 EC 死亡
A 36.8 左 78 7.87 EC 12.02 生育 EC 融合他
B 36.8 左 78 11.63 EC 17.68 生育 EC 17.25 生育 OB 死亡
D 36.8 左 78 3.07 EC 死亡
E 36.8 左 78 5.2 EC 6.58 生育 EC 14.36 生育 EC 死亡
F 36.8 左 78 3.53 EC 死亡
G 36.8 左 78 4.52 EC 死亡
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A 37.05 左 33 8.95 EC 12.76 生育 OB 29.15 生育 SB
B 37.05 左 33 7.69 EC 8.68 生育 EC 10.97 生育 EC 死亡
C 37.05 左 33 9.11 EC 12.3 生育 EC 15.86 生育 EC 死亡
D 37.05 左 33 5.6 EC 10.77 生育 EC 26.84 生育 SB 31.01 生育 EC 死亡
A 37.2 左 64 9.61 EC 18.91 生育 EC 41.6 生育 SB
B 37.2 左 64 6.61 EC 11.75 生育 EC 11.53 生育 EC
C 37.2 左 64 9.49 EC 14.65 生育 EC 26.56 生育 SB
D 37.2 左 64 10.09 EC 追跡失敗
E 37.2 左 64 9.26 EC 9.2 生育 EC 死亡
B 37.65 左 30 9.13 EC 11.82 生育 EC 融合他
C 37.65 左 30 7.27 EC 死亡
A 47 左 200 6.77 EC タグロスト
B 47 左 200 8.99 EC タグロスト
C 47 左 200 10.93 EC タグロスト




識別記号 距離(m) 左右 間隔(cm) 種類 直径 形状 追跡結果 直径 追跡結果 群体型 直径 追跡結果 群体型 直径 追跡結果 群体型 直径 追跡結果群体型直径 追跡結果群体型 直径
1 1.5 右 130 4.23 被覆 生育 5.24 死亡
2 1.5 右 130 6.457 被覆 生育 10.38 生育 EC 8.1 死亡
3 1.5 右 130 7.861 被覆 生育 9.62 生育 EC 13.1 追跡失敗
4 1.5 右 130 11.84 被覆 死亡
1 2.7 右 26 ハナガサミドリイシ 9.489 被覆 生育 10.11 生育 EC 19.26 生育 SB 14.78 生育 WB 35.67 生育 WB 34.69 生育 52.48 WB
2 2.7 右 26 9.045 被覆 生育 9.14 生育 EC 19.15 死亡
3 2.7 右 26 5.974 被覆 死亡
4 2.7 右 26 コユビミドリイシ 5.485 被覆 生育 7.33 生育 EC 14.97 生育 SB 27.62 死亡
5 2.7 右 26 9.462 被覆 死亡
6 2.7 右 26 クシハダミドリイシ 8.76 被覆 生育 9.14 生育 EC 15.55 生育 SB 28.02 生育 SB 46.48 生育 WB 51.8 生育 50.12 WB
7 2.7 右 26 6.33 被覆 生育 6.64 生育 EC 9.23 死亡
8 2.7 右 26 6.804 被覆 死亡
9 2.7 右 26 ハナガサミドリイシ 10.5 被覆 生育 15.77 生育 OB 22.87 生育 WB 35.04 生育 WB 52.68 生育 WB 71.89 生育 95.47 WB
1 3.5 右 40 7.463 被覆 死亡
2 3.5 右 40 9.171 被覆 生育 13.92 生育 EC 18.55 死亡
3 3.5 右 40 10.97 被覆 生育 11 死亡
4 3.5 右 40 5.506 被覆 死亡
5 3.5 右 40 8.326 被覆 死亡
6 3.5 右 40 10.3 被覆 生育 14.72 死亡
7 3.5 右 40 6.604 被覆 生育 13.65 生育 EC 9.91 死亡
1 3.7 右 245 コユビミドリイシ 7.54 被覆 生育 12.93 生育 SB 23.56 生育 SB 32.27 死亡
2 3.7 右 245 10.12 被覆 生育 16.01 生育 EC 21.15 生育 EC 27.22 死亡
3 3.7 右 245 11.11 被覆 生育 14.59 生育 EC 19.65 死亡
5 3.7 右 245 10.35 被覆 生育 11.68 死亡
6 3.7 右 245 コユビミドリイシ 11.3 被覆 生育 10.83 生育 SB 24.04 生育 SB 45.16 生育 WB 60.17 生育 WB 84.3 生育 123.67 WB
8 3.7 右 245 5.259 被覆 死亡
2 4 右 180 クシハダミドリイシ 10.8 被覆 生育 17.13 生育 SB 24.61 死亡
3 4 右 180 クシハダミドリイシ 7.629 被覆 生育 13.66 生育 SB 24.95 生育 SB 28.41 生育 SB 43.48 生育 WB 47.51 生育 83.17 WB
4 4 右 180 クシハダミドリイシ 7.523 被覆 生育 12.69 生育 SB 34.83 生育 WB 40.21 生育 WB 93.75 生育 WB 53.88 死亡
5 4 右 180 ハナガサミドリイシ 10.15 被覆 生育 11.15 生育 SB 21.14 追跡失敗
6 4 右 180 7.378 被覆 死亡
7 4 右 180 10.54 被覆 生育 17.33 生育 OB 30.02 死亡
8 4 右 180 7.604 被覆 生育 9.67 生育 EC 18.94 死亡
1 6 右 340 8.955 被覆 死亡
3 6 右 340 6.544 被覆 死亡
4 6 右 340 クシハダミドリイシ 9.885 被覆 生育 25.71 生育 SB 34.44 生育 SB 40.11 死亡
5 6 右 340 7.545 被覆 死亡
6 6 右 340 クシハダミドリイシ 9.984 被覆 生育 13.69 生育 SB 18.89 死亡
7 6 右 340 7.99 被覆 死亡
8 6 右 340 10.72 被覆 死亡
9 6 右 340 10.83 被覆 死亡
10 6 右 340 9.78 被覆 生育 9.85 生育 EC 17.16 死亡
11 6 右 340 ハナガサミドリイシ 10.79 被覆 生育 18.75 生育 SB 38.56 死亡
1 8.3 右 15 8.437 被覆 死亡
2 8.3 右 15 5.347 被覆 死亡
3 8.3 右 15 10.51 被覆 死亡
4 8.3 右 15 ハナガサミドリイシ 10.44 被覆 生育 19.83 生育 SB 24.06 生育 SB 32.57 生育 WB 112.28 生育 WB 142.94 生育 144.32 WB
5 8.3 右 15 7.28 被覆 生育 7.83 生育 EC 10.62 死亡
6 8.3 右 15 5.617 被覆 生育 5.93 死亡
7 8.3 右 15 3.596 被覆 死亡
8 8.3 右 15 7.77 被覆 死亡
9 8.3 右 15 10.76 被覆 生育 14.1 死亡
10 8.3 右 15 10.54 被覆 生育 10.77 追跡失敗
1 8.5 右 265 4.791 被覆 死亡




4 8.5 右 265 4.536 被覆 死亡
5 8.5 右 265 7.517 被覆 追跡失敗
6 8.5 右 265 7.502 被覆 生育 11.23 死亡
1 8.8 右 190 8.445 被覆 死亡
2 8.8 右 190 9.688 被覆 死亡
3 8.8 右 190 7.491 被覆 追跡失敗 21.82
4 8.8 右 190 10.44 被覆 追跡失敗
1 9.7 右 105 8.203 被覆 死亡
2 9.7 右 105 11.74 被覆 追跡失敗
3 9.7 右 105 8.818 被覆 死亡
4 9.7 右 105 10.4 被覆 追跡失敗
5 9.7 右 105 7.73 被覆 死亡
6 9.7 右 105 スギノキミドリイシ 8.843 被覆 生育 13.57 生育 SB 20.95 生育 WB 42.41 生育 WB 55.29 死亡
7 9.7 右 105 8.634 被覆 生育 9.75 生育 OB 10.94 生育 OB 14.39 死亡
8 9.7 右 105 7.95 被覆 死亡
1 11.6 右 220 11.03 被覆 死亡
2 11.6 右 220 10.01 被覆 生育 17.01 生育 EC 22.36 死亡
3 11.6 右 220 コユビミドリイシ 7.738 被覆 生育 14.6 生育 OB 23.51 生育 SB 47.58 生育 WB 61.54 生育 44.35 死亡
4 11.6 右 220 クシハダミドリイシ 11.87 被覆 生育 22.3 生育 SB 28.74 生育 WB 48.44 死亡
6 11.6 右 220 8.284 被覆 追跡失敗
7 11.6 右 220 7.49 被覆 追跡失敗
2 12.9 右 340 コユビミドリイシ 9.556 被覆 生育 22.34 生育 SB 33.3 死亡
3 12.9 右 340 9.036 被覆 死亡
4 12.9 右 340 7.31 被覆 生育 9.64 死亡
5 12.9 右 340 10.53 被覆 死亡
1 13.3 右 11 ハナガサミドリイシ 8.124 被覆 生育 10.63 生育 SB 29.75 生育 SB 47.22 生育 WB 91.34 生育 WB 126.6 死亡
2 13.3 右 11 7.067 被覆 生育 12.21 生育 EC 9.81 死亡
3 13.3 右 11 7.177 被覆 死亡
4 13.3 右 11 6.027 被覆 死亡
5 13.3 右 11 4.703 被覆 死亡
6 13.3 右 11 8.021 被覆 生育 13.19 死亡
1 28.3 右 11 10.61 被覆 死亡
5 28.3 右 11 7.313 被覆 死亡
6 28.3 右 11 8.636 被覆 生育 16.11 死亡
1 33.3 右 110 6.593 被覆 タグロスト
2 33.3 右 110 7.942 被覆 タグロスト
3 33.3 右 110 6.857 被覆 タグロスト
4 33.3 右 110 6.888 被覆 タグロスト
5 33.3 右 110 3.846 被覆 タグロスト
6 33.3 右 110 4.254 被覆 タグロスト
7 33.3 右 110 11.32 被覆 タグロスト
1 34.6 右 230 ハナガサミドリイシ 9.547 被覆 生育 10.32 生育 EC 9.43 生育 OB 12.81 生育 WB 18.07 生育 WB 22.38 生育 25.14 WB
2 34.6 右 230 コユビミドリイシ 7.503 被覆 生育 10.58 生育 SB 19.83 死亡
3 34.6 右 230 5.718 被覆 生育 6.5 死亡
4 34.6 右 230 5.238 被覆 生育 6.73 生育 EC 8.16 死亡
5 34.6 右 230 9.162 被覆 生育 12.66 融合
6 34.6 右 230 9.66 被覆 生育 9.19 融合
1 36.7 右 210 コユビミドリイシ 5.647 被覆 生育 9.55 生育 OB 19.02 生育 SB 37.05 生育 SB 44.16 生育 WB 51.92 生育 49.47 WB
2 36.7 右 210 コユビミドリイシ 7.557 被覆 生育 11.27 生育 OB 20.48 生育 WB 55.37 生育 WB 75.53 生育 WB 101.13 生育 112.84 WB
3 36.7 右 210 ハナガサミドリイシ 5.095 被覆 生育 10.21 生育 SB 23.04 生育 WB 56.97 生育 WB 58.28 死亡
4 36.7 右 210 3.745 被覆 生育 8.56 死亡
5 36.7 右 210 7.995 被覆 死亡
6 36.7 右 210 8.766 被覆 死亡
7 36.7 右 210 8.766 被覆 生育 11.78 死亡
1 37 右 158 2.803 被覆 死亡
2 37 右 158 8.51 被覆 死亡
3 37 右 158 8.549 被覆 死亡
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4 37 右 158 8.451 被覆 死亡
5 37 右 158 9.824 被覆 死亡
6 37 右 158 6.251 被覆 追跡失敗
7 37 右 158 11.49 被覆 死亡
8 37 右 158 8.922 被覆 生育 22.68 生育 EC 19.08 死亡
9 37 右 158 9.797 被覆 生育 10.12 生育 EC 14.93 死亡
10 37 右 158 5.891 被覆 生育 13.57 死亡
2 38.3 右 11 クシハダミドリイシ 11.19 被覆 生育 20.44 生育 SB 33.28 生育 SB 43.05 死亡
3 38.3 右 11 コユビミドリイシ 11.78 被覆 生育 18.87 生育 SB 36.35 死亡
4 38.3 右 11 7.47 被覆 生育 15.39 生育 EC 21.41 死亡
1 38.5 右 320°550 7.76 被覆 死亡
3 38.5 右 320°550 6.52 被覆 生育 11.05 死亡
4 38.5 右 320°550 7.466 被覆 生育 12.8 死亡
5 38.5 右 320°550 11.53 被覆 生育 14.35 死亡
6 38.5 右 320°550 クシハダミドリイシ 8.499 被覆 生育 16.92 生育 SB 26.12 生育 WB 40.23 生育 WB 44.19 生育 WB 43.17 死亡
1 38.5 右 235°100 6.012 被覆 死亡
4 38.5 右 235°100 11.22 被覆 生育 13.27 生育 SB 26.08 死亡
5 38.5 右 235°100 7.897 被覆 生育 13.84 死亡




識別記号 距離(m) 左右 間隔(cm) 種類 直径 形状 追跡結果 直径 追跡結果 群体型 直径 追跡結果群体型 直径 追跡結果 群体型 直径 追跡結果 群体型 直径 追跡結果群体型 直径
1 0 左 410 5.185 被覆 死亡
2 0 左 410 8.259 被覆 死亡
3 0 左 410 コユビミドリイシ 9.676 被覆 生育 12.99 生育 SB 15.28 生育 SB 49.36 生育 WB 78.94 生育 WB 107.62 死亡
4 0 左 410 5.831 被覆 死亡
5 0 左 410 6.207 被覆 死亡
6 0 左 410 7.946 被覆 生育 16.99 死亡
7 0 左 410 9.106 被覆 死亡
8 0 左 410 クシハダミドリイシ 11.84 被覆 生育 12.15 生育 SB 18.48 死亡
9 0 左 410 7.59 被覆 生育 7.892 追跡失敗
10 0 左 410 8.744 被覆 死亡
11 0 左 410 6.581 被覆 死亡
2 0 左 360 6.475 被覆 生育 8.82 死亡
3 0 左 360 6.691 被覆 死亡
4 0 左 360 6.91 被覆 生育 7.094 生育 EC 13.49 生育 EC 20.05 死亡
5 0 左 360 10.39 被覆 死亡
6 0 左 360 8.985 被覆 死亡
7 0 左 360 4.53 被覆 死亡
8 0 左 360 10.52 被覆 死亡
1 0 左 160 7.46 被覆 死亡
2 0 左 160 9.31 被覆 生育 14.73 死亡
3 0 左 160 6.12 被覆 生育 12.48 死亡
4 0 左 160 8.67 被覆 生育 8.7 生育 EC 8 死亡
5 0 左 160 4.22 被覆 死亡
6 0 左 160 6.2 被覆 死亡
7 0 左 160 3.84 被覆 生育 4.13 生育 EC 6.43 死亡
1 0.2 左 80 9.29 被覆 死亡
3 0.2 左 80 10.84 被覆 死亡
4 0.2 左 80 6.934 被覆 死亡
6 0.2 左 80 9.56 被覆 死亡
1 1.5 左 110 8.99 被覆 死亡
2 1.5 左 110 8.084 被覆 生育 8.821 死亡
3 1.5 左 110 7.341 被覆 死亡
4 1.5 左 110 コユビミドリイシ 9.468 被覆 生育 12.8 生育 EC 16.63 生育 SB 32.56 死亡
5 1.5 左 110 11.41 被覆 死亡
6 1.5 左 110 6.683 被覆 死亡
1 4.2 左 200 9.839 被覆 死亡
2 4.2 左 200 8.579 被覆 死亡
3 4.2 左 200 7.101 被覆 生育 8.74 生育 EC 22.62 死亡
4 4.2 左 200 コユビミドリイシ 5.598 被覆 生育 10.48 生育 SB 18.62追跡失敗 28.26
1 6.3 左 180 6.744 被覆 生育 16.83 死亡
2 6.3 左 180 4.862 被覆 死亡
3 6.3 左 180 10.92 被覆 生育 15.33 生育 SB 26.72追跡失敗
4 6.3 左 180 10.44 被覆 死亡
5 6.3 左 180 2.43 被覆 死亡
6 6.3 左 180 7.122 被覆 死亡
1 7 左 70 6.643 被覆 生育 9.17 死亡
2 7 左 70 6.958 被覆 死亡
3 7 左 70 コユビミドリイシ 5.843 被覆 生育 6.83 生育 EC 10.03追跡失敗 追跡失敗
4 7 左 70 クシハダミドリイシ 8.91 被覆 生育 13.51 生育 SB 17.42 生育 WB 30.09 生育 WB 50.59 死亡
5 7 左 70 11.78 被覆 死亡
6 7 左 70 7.238 被覆 死亡
7 7 左 70 5.721 被覆 死亡
1 12.8 左 150 11.75 被覆 死亡
2 12.8 左 150 10.93 被覆 死亡
3 12.8 左 150 8.61 被覆 生育 13.91 生育 EC 21.48 死亡
産卵後12月 産卵後17月 産卵後24月 産卵後36月
 2009年着生群体追跡データ
(2010年6月～2014年5月)
4 12.8 左 150 6.42 被覆 死亡
5 12.8 左 150 11.05 被覆 死亡
6 12.8 左 150 5.5 被覆 死亡
7 12.8 左 150 6.581 被覆 死亡
8 12.8 左 150 クシハダミドリイシ 6.672 被覆 生育 14.68 生育 EC 18.15 生育 SB 22.01 死亡
9 12.8 左 150 コユビミドリイシ 9.581 被覆 生育 11.7 生育 SB 16.3 生育 WB 50.77 死亡
1 15.4 左 20 9.613 被覆 タグロスト
2 15.4 左 20 7.536 被覆 タグロスト
3 15.4 左 20 5.289 被覆 タグロスト
4 15.4 左 20 7.606 被覆 タグロスト
5 15.4 左 20 7.896 被覆 タグロスト
6 15.4 左 20 6.046 被覆 タグロスト
8 15.4 左 20 6.503 被覆 タグロスト
9 15.4 左 20 7.52 被覆 タグロスト
10 15.4 左 20 10.31 被覆 タグロスト
1 15.9 左 430 5.564 被覆 死亡
2 15.9 左 430 8.414 被覆 死亡
3 15.9 左 430 6.849 被覆 生育 9.82 死亡
4 15.9 左 430 9.632 被覆 生育 14.98 死亡
5 15.9 左 430 5.091 被覆 生育 14.64 死亡
6 15.9 左 430 5.122 被覆 生育 6.08 生育 EC 6.69 死亡
7 15.9 左 430 6.605 被覆 生育 10.42 死亡
8 15.9 左 430 9.708 被覆 死亡
9 15.9 左 430 9.388 被覆 合体
10 15.9 左 430 6.411 被覆 合体
11 15.9 左 430 9.389 被覆 死亡
1 17 左 530 9.852 被覆 死亡
2 17 左 530 9.96 被覆 生育 10.59 生育 EC 9.55 死亡
4 17 左 530 7.311 被覆 生育 9.23 死亡
5 17 左 530 8.544 被覆 死亡
6 17 左 530 6.446 被覆 死亡
7 17 左 530 6.287 被覆 死亡
1 27.8 左 95 11.22 被覆 死亡
2 27.8 左 95 6.187 被覆 死亡
3 27.8 左 95 10.05 被覆 死亡
4 27.8 左 95 5.74 被覆 死亡
5 27.8 左 95 8.014 被覆 死亡
6 27.8 左 95 コユビミドリイシ 3.226 被覆 生育 3.97 生育 OB 8.84 生育 SB 13.41 死亡
7 27.8 左 95 7.251 被覆 死亡
8 27.8 左 95 8.457 被覆 死亡
1 28.6 左 230 8.033 被覆 生育 12.68 生育 OB 14.98 生育 SB 30.91 生育 SB 46.21 生育 SB 49.55 生育 - SB
2 28.6 左 230 10.31 被覆 死亡
3 28.6 左 230 7.21 被覆 生育 10.44 死亡
4 28.6 左 230 7.37 被覆 死亡
1 29.2 左 250 6.73 被覆 生育 8.06 死亡
2 29.2 左 250 クシハダミドリイシ 4.073 被覆 生育 10.36 生育 OB 18.64 生育 SB 34.85 生育 SB 45.47 生育 WB 43.41 生育 53.28 WB
3 29.2 左 250 5.765 被覆 死亡
4 29.2 左 250 8.152 被覆 死亡
5 29.2 左 250 4.029 被覆 死亡
1 31.3 左 440 10.05 被覆 追跡失敗
2 31.3 左 440 4.93 被覆 追跡失敗
3 31.3 左 440 クシハダミドリイシ 7.133 被覆 生育 8.6 生育 EC 14.13 生育 WB 27.17 生育 WB 38.78 生育 WB 40.09 生育 33.27 WB
4 31.3 左 440 3.688 被覆 生育 11.76 死亡
5 31.3 左 440 コユビミドリイシ 11.35 被覆 生育 16.94 生育 SB 28.06 生育 SB 48.24 生育 WB 59.21 生育 WB - 死亡
6 31.3 左 440 オヤユビミドリイシ 6.68 被覆 生育 13.08 生育 SB 22.81 生育 SB 48.5 生育 WB 71.79 生育 WB 94.36 生育 94.36 WB
7 31.3 左 440 9.188樹枝一部 生育 5.87 死亡
1 31.4 左 460 9.977 被覆 死亡
3 31.4 左 460 5.203 被覆 生育 7.31 生育 EC 7.66 死亡
 2009年着生群体追跡データ
(2010年6月～2014年5月)
4 31.4 左 460 6.149 被覆 死亡
5 31.4 左 460 6.807 被覆 死亡
6 31.4 左 460 8.674 被覆 死亡
7 31.4 左 460 ハナガサミドリイシ 8.351 被覆 生育 8.43 生育 SB 20.28 生育 WB 34.19 生育 WB 61.55 生育 WB 66.35 生育 86.55 WB
2 32.5 左 150 6.522 被覆 死亡
3 32.5 左 150 10.54 被覆 生育 17.28 死亡
4 32.5 左 150 コユビミドリイシ 11.53 被覆 生育 12.77 生育 SB 15.74 生育 WB 45.3 生育 WB 50.98 生育 WB 68.58 生育 97.76 WB
5 32.5 左 150 クシハダミドリイシ 11.33 被覆 生育 17.98 生育 SB 30.06 生育 WB 43.81 生育 WB 47.26 生育 WB 42.54 生育 53.52 WB
1 32.8 左 410 3.787 被覆 タグロスト
2 32.8 左 410 7.727樹枝一部タグロスト
3 32.8 左 410 5.284 被覆 タグロスト
4 32.8 左 410 9.167 被覆 タグロスト
5 32.8 左 410 8.106 被覆 タグロスト
1 33.9 左 510 クシハダミドリイシ 7.109 被覆 生育 11.26 生育 OB 22.98 生育 WB 61.66 生育 WB 161.57 生育 WB 197.71 生育 225.46 WB
2 33.9 左 510 6.891 被覆 死亡
3 33.9 左 510 コユビミドリイシ 8.383 被覆 生育 9.48 生育 SB 26.21 生育 WB 61.44 生育 WB 137.94 生育 WB 164.52 生育 201.58 WB
4 33.9 左 510 6.611 被覆 生育 7.53 死亡
5 33.9 左 510 7.387 被覆 死亡
6 33.9 左 510 8.8 被覆 死亡
7 33.9 左 510 6.364 被覆 死亡
8 33.9 左 510 コユビミドリイシ 7.777 被覆 生育 16.87 生育 SB 26.17 生育 WB 54.6 生育 WB 133.82 生育 WB 164.76 死亡
9 33.9 左 510 ハナガサミドリイシ 5.818 被覆 生育 18.34 生育 SB 18.75 生育 WB 25.93 死亡
1 35.2 左 120 6.018 被覆 生育 15.47 生育 EC 17.16 生育 EC 15.58 死亡
2 35.2 左 120 10.83 被覆 生育 19.25 死亡
3 35.2 左 120 10.05 被覆 生育 12.02 融合
4 35.2 左 120 7.673 被覆 生育 10.58 融合
5 35.2 左 120 5.466 被覆 生育 8.22 追跡失敗
7 35.2 左 120 9.488 被覆 生育 20.78 生育 SB 29.67 死亡
1 38.5 左300°260 ハナガサミドリイシ 10.72 被覆 生育 12.54 生育 EC 13.98 生育 SB 25.69 追跡失敗
2 38.5 左300°260 7.663 被覆 生育 9.85 死亡
4 38.5 左300°260 4.639 被覆 死亡
6 38.5 左300°260 10.64 被覆 死亡
1 38.5 左 190 5.789 被覆 生育 15.13 死亡
2 38.5 左 190 8.301 被覆 死亡
3 38.5 左 190 8.159 被覆 生育 11.23 融合
4 38.5 左 190 10.5 被覆 生育 27.84 死亡
5 38.5 左 190 コユビミドリイシ 9.509 被覆 生育 10.77 生育 SB 15.16 生育 SB 52.33 生育 WB 70.43 生育 WB 105.09 生育 116.12 WB
6 38.5 左 190 ハナガサミドリイシ 10.19 被覆 生育 15.35 生育 SB 18.63 死亡
7 38.5 左 190 コユビミドリイシ 9.414 被覆 生育 20.15 生育 SB 32.03 生育 WB 97.71 生育 WB 162.2 生育 WB 174.74 生育 172.04 WB
